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輝
か
し
い
平
成
27
年
が
幕
を
開
け
、
市
民
皆
様
に
は
清
々
し
い
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
喜
び

申
し
あ
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
市
政
全
般
に
渡
り
、
格
別
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
を
感
謝
い
た
し

ま
す
と
共
に
、
こ
の
一
年
も
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
私
た
ち
の
甲
賀
市
は
、
昨
年
、
市
制
施
行
10
周
年
と
い
う
節
目
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
の
間
、

い
く
つ
か
の
困
難
な
局
面
を
乗
り
越
え
な
が
ら
、
着
実
に
基
礎
を
固
め
る
こ
と
が
で
き
た
も
の
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。
そ
の
上
で
本
年
は
、
10
年
先
、
20
年
先
の
よ
り
逞
し
い
甲
賀
市
に
向
け
て
、
ギ
ア
を

入
れ
替
え
、
新
た
に
力
強
い
ス
タ
ー
ト
を
切
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
日
本
の
中
央
部
に
位
置
す
る
本
市
は
、

先
人
た
ち
の
作
り
あ
げ
た
文
明
と
文
化
の
調
和
す
る
理
想
郷
に
ふ
さ
わ
し
い
ま
ち
で
あ
り
ま
す
。

　

今
、
日
本
が
抱
え
る
課
題
は
、
数
多
く
あ
り
ま
す
。
特
に
、
将
来
を
見
越
し
た
と
き
、
地
方
の

人
口
減
少
は
、国
力
を
維
持
し
て
い
く
上
で
大
き
な
問
題
に
な
っ
て
き
ま
す
。全
国
の
市
町
村
は
約
１
７
０
０

あ
り
ま
す
。
そ
の
一
つ
で
も
消
滅
す
る
よ
う
な
こ
と
に
な
れ
ば
、
日
本
全
体
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が

心
配
さ
れ
ま
す
。

　

本
市
の
ま
ち
づ
く
り
も
、
人
口
減
少
問
題
を
抜
き
に
し
て
は
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
。
既
に
、

「
甲
賀
市
國
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェク
ト
会
議
」
を
設
置
し
、
ポ
ス
ト
東
京
を
念
頭
に
、
本
市
か
ら
全
国
モ
デ
ル
を

つ
く
っ
て
い
く
よ
う
な
気
持
ち
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
高
齢
者
福
祉
や
子
育
て
、
教
育
や
文
化
、

雇
用
や
産
業
、
防
犯
防
災
な
ど
、
全
て
の
分
野
に
お
い
て
、
今
あ
る
制
度
の
見
直
し
や
必
要
な
制
度
の

創
設
を
含
め
、
知
恵
を
絞
り
、
最
も
高
い
効
果
を
生
み
出
し
て
い
か
な
け
れ
ば
明
る
い
未
来
は
開
け
な
い
、

と
い
う
危
機
感
を
も
っ
て
臨
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

私
が
目
指
す
姿
は
、
理
想
郷
と
し
て
市
民
幸
福
度
の
最
大
化
を
図
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
人
々
が

「
生
ま
れ
て
良
し
」
「
住
ん
で
良
し
」
「
生
き
て
良
し
」
を
実
感
で
き
る
『
理
想
郷
・
甲
賀
』
で
す
。

命
を
守
る
危
機
管
理
、
徳
の
あ
る
人
材
育
成
、
さ
ら
に
は
豊
か
さ
の
実
感
で
あ
り
ま
す
。
自
分
の
生
き
方
を

選
択
で
き
る
市
民
性
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
そ
の
誇
り
と
自
覚
を
共
有
し
、
元
気
いっ
ぱ
い
甲
賀
市
の
た
め
に

オ
ー
ル
サ
イ
ド
の
立
場
で
９
万
３
千
人
市
民
の
た
め
、
今
年
も
全
力
で
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
一
層
の

ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
、
皆
様
に
と
っ
て
幸
多
き
一
年
で
あ
り
ま
す
こ
と
を

お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
輝
か
し
い
希
望
に

満
ち
た
平
成
27
年
の
新
春
を
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
、
謹
ん
で
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
中
は
市
議
会
に
対
し
ま
し
て
格
別
の
ご
指
導
と
ご
厚
情
を
賜
わ
り
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
私
こ
と 

昨
年
11
月
に
議
長
の
重
責
を
お
預
か
り
い
た
し
ま
し
た
。
議
会
の
第
一
の
責
務
は

「
市
民
か
ら
直
接
選
ば
れ
た
議
員
に
よ
る
市
の
意
思
決
定
機
関 

」
で
あ
り
ま
す
。
９
万
３
千
市
民
の

皆
様
よ
り
の
負
託
に
応
え
て
市
民
福
祉
の
向
上
と
市
勢
発
展
の
た
め
、
誤
り
の
な
い
審
議
・
議
決
を
成
す
た
め
に

専
心
努
力
を
い
た
す
所
存
で
す
。

　

今
日
、
国
の
内
外
と
も
に
大
き
な
変
革
の
う
ね
り
の
中
に
あ
り
、
地
方
行
政
に
お
き
ま
し
て
も
、
地
方

分
権
が
進
み
、
自
己
決
定
・
自
己
責
任
に
よ
る
自
治
体
運
営
が
求
め
ら
れ
る
な
ど
、
行
政
の
真
価
が

問
わ
れ
る
時
代
と
な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
わ
が
甲
賀
市
に
お
き
ま
し
て
も
、
若
年
層
の
流
出
や
高
齢
化
が

進
む
中
、
若
者
が
定
住
す
る
魅
力
あ
る
ま
ち
を
つ
く
り
、
持
続
的
で
活
力
あ
ふ
れ
る
地
域
社
会
を
実
現
す
る

こ
と
が
、
何
よ
り
も
肝
要
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

昨
年
市
制
施
行
10
周
年
の
節
目
を
迎
え
た
甲
賀
市
が
、
市
民
憲
章
に
あ
り
ま
す
「
み
ん
な
が
つ
く
る

住
み
よ
さ
と
活
気
あ
ふ
れ
る
甲
賀
市
」
を
実
現
し
て
い
く
た
め
に
は
、
今
後
10
年
、
20
年
そ
し
て
未
来

永
劫
、持
続
可
能
な
「
市
民
第
一
」
の
市
政
運
営
を
心
掛
け
、前
進
を
続
け
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

私
ど
も
市
議
会
議
員
は
、
さ
ら
に
政
策
立
案
能
力
を
高
め
、
問
題
意
識
を
共
有
し
な
が
ら
課
題
解
決
に

総
力
を
傾
け
、
職
責
を
全
う
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
決
意
を
新
た
に
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
う
し
た
中
、昨
年
末
に
は
議
会
報
告
会
を
開
催
し
、市
民
の
皆
様
に
議
会
の
活
動
を
知
っ
て
い
た
だ
き
、

様
々
な
ご
意
見
を
頂
戴
す
る
機
会
を
設
け
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
議
会
報
告
会
等
の
活
動
を
一
つ
の

き
っ
か
け
と
し
て
皆
様
と
一
緒
に
ま
ち
づ
く
り
に
、
さ
ら
に
は
政
策
提
案
に
反
映
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
も
開
か
れ
た
議
会
を
め
ざ
し
、
種
々
取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆
様
方
の
一
層
の

お
力
添
え
を
賜
わ
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
結
び
に
な
り
ま
す
が
、
平
成
27
年
が
皆
様
に

と
り
ま
し
て
、
健
康
で
幸
多
き
年
と
な
り
ま
す
よ
う
議
員
一
同
心
よ
り
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
年
頭
の

ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

甲賀市長　中
なか

嶋
じま

　武
たけ

嗣
し

『理想郷・甲賀』へ全力で邁進開かれた議会をめざして

甲賀市議会議長　的
まと

場
ば

　計
かず

利
とし

謹 賀 新 年
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ＳＫＲ復 活の軌跡
平成25年9月16日―。台風18号による豪雨災害で杣川橋　梁が流失するなど甚大な被害を受け運休を余儀なくされた
�信楽高原鐵道（SKR）。住民の熱い思いと、多くの方の力　添えで困難を乗り越え復活したSKRの軌跡を追いました。

　壊れた橋梁や線路を撤去した後、本復旧工事は
平成26年2月末に始まりました。
　倒壊した橋脚は土台から作り変え、7月に据え
付けが完了。新たな橋桁の上に再びレールが敷か
れたのは10月中旬のことでした。
　安全確認のための試験運行を経て、SKRは当初
の目標よりも約1か月早く運行を再開し、被災翌日�
から続いた代行バスも無事に役目を終えました。

▲橋上に残されたレールの解体撤去� （平成25年12月）

▶
豪
雨
災
害
で
橋
脚
と
橋
桁
が
流
失
し
た
杣
川
橋
梁

▲倒壊した橋脚土台部分を川底から撤去� （平成26年5月）

▲新たな橋脚の据え付け作業� （平成26年6月）

▲橋脚に新たな橋桁を懸架� （平成26年9月） ▲再び一本につながったレール� （平成26年10月） ▲運休期間中、地域の交通を支えた代行バス ▲SKR再開を願う署名活動

▲七夕短冊に込められたSKR復旧への願い

　利用者や沿線住民らは、SKRの復活に向けた署名�
活動や駅舎の清掃美化活動を続けました。
　また駅や線路、車両などを会場にイベントを�
開催し、SKRを中心とした地域のつながりを確かめ�
合いました。
　沿線の植樹や遊歩道整備など観光客を迎える�
準備をはじめ、今後の利用促進を見据えた取り組
みも始まりました。
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ＳＫＲ新た

　再開記念の特別ヘッドマークを掲げた信楽発�
貴生川行き3両編成の一番列車は、この日を待ち
望んだ乗客で満員となりました。
　9時46分、子ども駅長を務めた上

うえ
田
だ
泰
たい
雅
が
さんの

発車合図に続き、汽笛を鳴らして列車が動き出すと、
駅に詰めかけた多くの人々が手を振り、拍手で�
見送りました。
　感動して目頭を押さえる乗客もいました。

　運行再開までには、国や県そしてＪＲ西日本様の各段
のご理解、署名や清掃活動など地道な取り組みを続け
てこられた皆さんの熱意、またご浄財をお寄せいただい
た多くの皆さんの善意に支えられてこの日を迎えることが
できました。心から感謝申し上げます。 
　今後、信楽高原鐵道をご利用いただく皆さんにご満
足いただけるよう、精一杯努めていく考えです。
� （記念式式辞より要約）

��平成26年11月29日―。約1年2か月の歳　月を経て、SKRが運行再開を果たしました。
早朝から行われた記念式と出発式には多くの人が　駆けつけ、その新たな旅立ちを喜び合いました。

　歓喜に包まれたSKR復　活の１日を振り返ります。

▶
運
行
を
再
開
し
新
し
い
杣
川
橋
梁
を
渡
る
S
K
R
車
両

▲運行再開記念式で式辞を述べる中嶋市長

▲久しぶりの車窓風景を楽しむ乗客

▲ホームに掲げられた感謝のメッセージ ▲貴生川駅に到着する一番列車 ▲子ども駅長の合図で信楽駅を出発する一番列車 ▲沿線から送られた温かな声援

▲雲井駅で列車を見送る保育園児
　沿線では、小旗や横断幕を手にした人々が立ち
並び、列車に向かって大きな声でエールを送る姿が�
ありました。
　信楽―貴生川を結ぶ全長14.7㎞のレールには�
地域の人々の「くらし」が託され、SKRもまた地域の�
人々に支えられています。
　SKRはこの日、地域とともに新たなスタートを�
切りました。未来に向けて走り続けるために―。

な旅立ち
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●再任

　八
は ち り

里　良
よ し こ

子さん（甲南町森尻）

●新任

　村
む ら き

木すみ子
こ

さん（土山町黒川）

人権擁護委員の委嘱

問
い
合
わ
せ

人権推進課　人権政策係
☎６５‐０６９４／ 6３‐４５８２

　人権擁護委員2名が1月1日、法務大臣から委嘱を受けられ
ました。任期は平成29年12月31日までの３年間です。
　人権に関わる悩みごとは、人権擁護委員にご相談ください。

平成２６年分�確定申告書の提出はお早めに
　今年も確定申告の時期が近づいてきました。水口税務署では下記の通り申告会場を開設し、相談を受け
付けますので、申告はお早めにお済ませください。
　個人で事業や不動産貸付等を行う全ての方は、平成26年1月から記帳・帳簿の保存が必要となりました
のでご注意ください。

会　　場：水口社会福祉センター福祉ホール
開設期間：２月１６日(月)〜３月16日（月）（※土、日は開設しておりません。）

※混雑状況により相談受付を早め（16時頃）に締め切る場合があります。
※1月中は通常窓口での対応です。混雑状況により長時間お待ちいただくこともあります。

申告書はご自宅や事業所のパソコンで簡単に作成できます
　国税庁のホームページにアクセスし、画面の案内に従って入力すれば、税額などが自動計算され、所得税等の申
告書や青色申告決算書などが簡単に作成できます。

作成した申告書等の提出方法は２通りあります

1

2

住民基本台帳カード（電子証明書付）のある方
＊別途ＩＣカードリーダライタが必要です。

住民基本台帳カード（電子証明書付）のない方

インターネットで送信

プリンタで印刷し郵送等で提出

e-Tax

開設日 会場 開設時間

2月９日（月）～
2月13日（金）（祝日を除く）

水口社会福祉センター
福祉ホール

９時３０分～12時
13時～16時

◆所得税及び復興特別所得税の確
定申告書の作成に当たっては、「復
興特別所得税」欄の記載漏れの
ないようにご注意ください。
◆還付申告を含め、申告される全て
の方について「復興特別所得税」
欄の記載が必要となります。

復興特別所得税の
記載漏れにご注意 
ください

還付申告相談会場のご案内
・年金受給者の方を対象に、還付申告相談会場を開設します。

※会場には、必要書類、筆記用具、電卓、印鑑等（昨年確定申告され
た方は申告書の控え）をご持参ください。
※混雑状況により相談受付を早めに締め切る場合があります。

問
い
合
わ
せ

水口税務署　個人課税部門
☎６２‐０３１４

※左記番号におかけいただくと自動音声で案内します。アナウンスに従い操作してく
ださい。
税に関する情報…国税庁ホームページ　http://www.nta.go.jp　をご覧ください。

ご意見をお寄せください�

甲賀市子ども・子育て応援団支援事業計画（案）へのパブリックコメントを実施
　市では、これまで以上に安心して、子どもを産み育てる環境が整備されたまちの実現に向けて、妊娠・出産期か
ら切れ目のない子ども・子育て支援を総合的に行うため「甲賀市子ども・子育て応援団支援事業計画」の策定を進
めています。この計画（案）について、内容を公表し、市民の皆さんからご意見を募集します。

○意見募集期間  
　1月1日（木）から1月31日（土）まで
○意見を提出できる方  
　・市内に在住・在勤・在学する方
・市内に事業所・事務所を有する個人および法人そ
の他団体

○計画（案）の閲覧場所  
　・市ホームページ
　・こども応援課（水口社会福祉センター1階）
　・旧支所の各地域市民センター
○意見の提出方法  
　　住所、氏名、電話番号（市外在住の方で市内勤務

の方は勤務先、市内在学の方は学校名）、意見のあ
るページ番号などを明記のうえ、各閲覧場所に直接
持参していただくか、郵送、ＦＡＸ、Ｅメールで提出し
てください。
※各施設での閲覧、問い合わせ、意見の直接提出は、
1月5日（月）以降の執務時間内となります。

○意見の取り扱い  
　　提出いただいたご意見等は、住所・氏名など個人
情報を除き、回答とあわせて市ホームページで公表
させていただきます。個別の回答はいたしません。

問
い
合
わ
せ・提
出
先

こども応援課　こども政策係
☎６５‐０７２９／ ６３‐４０８５
koka10253030@city.koka.lg.jp

農
業
施
策
に
関
す
る
建
議
を
提
出

�

～
甲
賀
市
農
業
委
員
会
～

里
親
フ
ォ
ー
ラ
ム

�

「
地
域
で
支
え
る
社
会
的
養
護
」
を
開
催

　
市
農
業
委
員
会
は
、
農
業
者
の
公
的
代
表
機
関
と
し
て
、
農
業

の
振
興
と
農
業
者
の
経
営
安
定
の
た
め
、
市
の
農
業
施
策
に
関
す
る

建
議
書
を
中
嶋
市
長
へ
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
里
親
と
は
、児
童
福
祉
法
に
基
づ
き
、親
の
病
気
、

行
方
不
明
、
虐
待
な
ど
様
々
な
事
情
に
よ
り
家
庭
で

暮
ら
せ
な
く
な
っ
た
子
ど
も
た
ち
を
、
自
分
の
家
庭

に
迎
え
入
れ
て
養
育
す
る
人
の
こ
と
を
言
い
ま
す
。

　
国
が
推
進
す
る
里
親
制
度
の
こ
と
を
広
く
知
り
、

理
解
を
広
め
る
取
り
組
み
と
し
て
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
開

催
さ
れ
ま
す
。

建
議
書
の
主
な
内
容

・
農
業
に
関
す
る
課
題
の
検
証

・
農
業
者
の
意
見
を
取
り
ま
と
め
た
遊
休
農
地
対
策
や
担
い

手
の
育
成

・
有
害
鳥
獣
対
策
の
継
続
的
な
取
り
組
み
な
ど

※
詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　
市
で
は
、
こ
の
建
議
内
容
を
十
分
検
討
し
、
今
後
の
農
業
施
策

に
活
か
せ
る
よ
う
努
力
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

▲市長に建議書を手渡す農業委員会の
福本会長

問い合わせ

農
業
委
員
会
事
務
局

☎
６
５‐０
７
１
８
／

６
３‐４
６
０
１

■
日
時
／
１
月
24
日（
土
）　
13
時
30
分
～
16
時
15
分　

受
付
13
時
～

■
場
所
／
甲
南
情
報
交
流
セ
ン
タ
ー
（
忍
の
里
プ
ラ
ラ
）

■
内
容
／

　
「
里
親
制
度
に
つ
い
て
」・「
里
親
体
験
発
表
」・「
新
生

児
の
特
別
養
子
縁
組
に
つ
い
て
」

　
講
演
「
な
ぜ
今
、
里
親
が
必
要
な
の
か
？
そ
し
て
里
親

委
託
推
進
へ
」　
講
師
／
日
本
女
子
大
学
人
間
社
会

学
部
教
授　
林は

や
し　
浩ひ

ろ
康や

す
氏

■
申
込
／
F
A
X
か
E
メ
ー
ル
に
て
事
務
局
ま
で
。参
加
無
料
。

問い合わせ

滋
賀
県
里
親
連
合
会
事
務
局

☎
・

／
０
７
７‐５
２
２‐６
８
８
１

shiga-satooya@
sirius.ocn.ne.jp
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特派員
� のページ

まち
 かど

地
域
市
民
セ
ン
タ
ー　減量の天敵・リバウンドを防止するため、卒業後も週に一回

のリバウンド防止教室でフォローしてくれます。�

リバウンド防止教室ステップ
4

　セミナーを受講した人は、カロリー計算に基づく1日3食の
食事と、太りにくい身体をつくる運動の実践を続け、3か月間
の教室が終了します。�

食事・運動ステップ
３

　減量教室の基本は「脳トレ」と呼ばれる全 6時間のセミナーです。
　脳トレでは、身体が食物を欲し、脂肪を蓄えようとする仕組
みを脳の働きから説明します。脳と身体のメカニズムを理解し、
訓練によってコントロールする術を身に付けることで、減量の
過程を楽しめるようになります。
　また脳トレでは、「減量してこうなりたい」、「若い頃の体型に
戻るぞ」など、前向きなイメージや目的を明確にします。ダイエッ
ト後の新しい自分の姿を夢見ることが、目的意識と達成感につ
ながるからです。�

「脳トレ」セミナーステップ
２

　

ば
ん
た
に
自
治
振
興
会
主
催
の
防
災
訓

練
と
、
消
防
団
の
秋
季
総
合
訓
練
が
11
月

30
日
、
水
口
交
流
セ
ン
タ
ー
周
辺
で
同
時
に

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
地
域
か
ら
参
加
さ
れ
た
約
３
５
０
人
は
、

消
防
団
に
よ
る
土
の
う
訓
練
の
見
学
、
放

水
訓
練
、
避
難
所
間
仕
切
り
体
験
、
水
口

消
防
署
に
よ
る
応
急
手
当
講
習
、
煙
体
験
、

最
後
に
日
赤
奉
仕
団
に
よ
り
準
備
さ
れ
た
非

常
食
の
試
食
と
、
盛
り
だ
く
さ
ん
の
内
容
を

体
験
さ
れ
ま
し
た
。

　
い
つ
発
生
す
る
か
わ
か
ら
な
い
地
震
や
風

水
害
に
対
し
、
防
災
意
識
の
高
揚
、
地
域

防
災
力
の
向
上
を
図
る
た
め
に
有
意
義
な

時
間
で
し
た
。

　

人
権
週
間
中
の
12
月
７
日（
日
）、

小
原
自
治
振
興
会
主
催
の「
小
原
ふ
れ

愛
コ
ン
サ
ー
ト
」が
小
原
小
学
校
で
行

わ
れ
、
公
民
館
サ
ー
ク
ル
活
動
の
発

表
と
志し

賀が

國く
に

天て
ん

寿じ
ゅ

さ
ん
の
講
演「
説
法

＆
江
州
音
頭
」が
あ
り
ま
し
た
。

　
身
近
な
お
話
か
ら「
相
手
を
思
い
や

る
こ
と
の
大
切
さ
」に
気
づ
か
さ
れ
、

１
４
０
人
の
参
加
者
が
合
唱
し
た
り
、

踊
っ
た
り
と
心
も
体
も
温
か
く
な
る

集
ま
り
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
年
度
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
功
労
者
厚
生
労
働
大
臣
表
彰
を「
大
野

布
引
ク
ラ
ブ
」が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　
同
ク
ラ
ブ
は
、
大
野
農
村
広
場
南
側
斜
面
に
藤
棚
を
整
備
す
る
環

境
美
化
活
動
や
、
県
立
淡
海
学
園
や
る
り
こ
う
園
の
諸
行
事
へ
の
参

加
協
力
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
事
業
に
よ
る
寄
付
活
動
に
長
年
取
り
組
ま
れ

て
い
ま
す
。

　
福ふ
く

山や
ま

芳よ
し

夫お

会
長
は
継
続
の
秘
訣
を「
ク
ラ
ブ
を
口
実
に
飲
む
の
が

メ
ン
バ
ー
の
楽
し
み
。
四
十
数
年
前
に
立
ち
上
げ
ら
れ
た
先
輩
方
の

思
い
を
継
承
し
な
が
ら
自
身
が
楽
し
ん
で
や
る
こ
と
。」と
話
し
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。

自
主
防
災
総
合
訓
練
を
開
催

●
伴
谷
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー

ボランティア団体大野布引クラブ
厚生労働大臣表彰受賞

●大野地域市民センター

地域史料を電子ブックに

　
甲
南
中
部
自
治
振
興
会
で
は
、
貴
重
な
地
域
史
料
の
長
期
保

存
を
目
的
と
し
て
、
今
回「
秘
境
め
く
山
伏
の
里　
磯
尾
史
」と

「
ふ
る
里　
龍
法
師
」の
二
史
料
を
電
子
化
さ
れ
ま
し
た
。

　
歴
史
に
触
れ
る
こ
と
は
、
先
人
の
歩
ん
で
こ
ら
れ
た
道
筋
を

知
り
、
そ
こ
か
ら
未
来
へ
繋
ぐ
一
歩
を
学
ぶ
こ
と
で
も
あ
り
ま

す
。
電
子
化
さ
れ
た
史
料
で
、
地
域
の
歴
史
の
変
遷
に
触
れ
、

郷
土
へ
の
愛
着
を
深
め
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
電
子
ブ
ッ
ク
は
甲
南
中
部
自
治
振
興
会
で
貸
し
出
し
て
い
ま

す
の
で
、
興
味
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
電
子
ブ
ッ
ク
の
問
合
せ
先
】　
甲
南
中
部
自
治
振
興
会
事
務
所

（
忍
の
里
プ
ラ
ラ
内
）　
☎
８
６‐１
０
４
６

「
一
人
は
み
ん
な
の
た
め
に
　�

み
ん
な
は
一
人
の
た
め
に
」を
再
認
識

●
小
原
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー

●甲南中部地域市民センター

▶
笑
え
る
･
聴
け
る
・
踊
れ
る

人
権
ラ
イ
ブ

▲作成された電子ブック

▲脳トレセミナーの様子

▲消防団員の指導で放水体験

▶
表
彰
を
手
に
す
る
大
野

布
引
ク
ラ
ブ
福
山
会
長

減
量
教
室
で
も
っ
と
素
敵
に

　
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
「
ぽ
ぽ
ん
た
倶
楽
部
」
の
講
座
“
減
量
教
室
”。
講
師
の
奥お
く
む
ら村
留る

み

こ
美
子
さ
ん
が
考
案

し
た
独
自
の
指
導
法
が
信
楽
の
女
性
の
間
で
話
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
私
も
こ
の
教
室
の
卒
業
生
で
、
効
果
を
実
感
し

た
一
人
と
し
て
、
減
量
教
室
を
皆
さ
ん
に
ご
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

中
な か む ら

村津
つ や こ

弥子

こうかまちかど
特派員

減
量
の
苦
い
経
験
か
ら
考
案
し
た
独
自
の
減
量
法
が
評
判
に

　
奥
村
さ
ん
自
身
、
20
歳
代
か
ら
痩
せ
て
は
太
る
の
繰
り
返
し
。
人
生
の
半
分
以
上
を
減
量
に
費
や
し
た

と
い
い
ま
す
。
そ
の
苦
い
経
験
を
通
じ
て
考
案
し
た
減
量
法
が
口
コ
ミ
で
評
判
と
な
り
、
ぽ
ぽ
ん
た
倶
楽

部
か
ら
の
誘
い
を
受
け
て
教
室
を
開
か
れ
ま
し
た
。

前向きに取り組み、笑い声の絶えない受講生たち
　受講生の皆さんに教室の感想を聞くと、「流行の服が着られてうれしい」「身体の調
子も良く、動きやすくなった」など、前向きな言葉が次々と返ってきました。笑顔で�
和
わ
気
き
藹
あい
々
あい
と減量を楽しむ受講生の姿が印象的で、『その道に入らんと思う心こそ、我身

ながらの師匠なりけれ』そんな言葉が思い出される取材となりました。
　減量に取り組もうと思われる方は、減量教室に参加されてみてはいかがでしょうか？

　受講希望者には、必ずオリエンテーションが行われ、減量に
臨む心構えが問われます。自らの強い意志で「やる」と決めた
人だけが受講できます。�

まずは内面の変化から  
 …ステップを踏んだカリキュラム
　教室では、いきなり減量に取り組むのではなく、以下のような
ステップが設けられています。特に、初期の段階で時間をかけて
行うオリエンテーションや「脳トレ」セミナーによる内面の変化を
重視している点が大きな特徴です。

オリエンテーションステップ
１

ぽぽんた倶楽部・減量教室の 
お問い合わせ 
信楽町長野1３1０�信楽体育館内�
☎８２-0941
火～土曜日の１０時～１８時３０分
または　奥村自宅事務所
☎６３-1447
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で あ い こ う か

D E A I � K O K A

ヘッドマークのデザインに込めた思いは？
坂野：�途切れた線路が再びつながって喜ぶ子どもや生

徒、お年寄り、駅員さんたちの輪の中に、ＳＫＲの
車両を描き、ＳＫＲが地域に愛されているというこ
とを表現しました。

今掛：�初めて信楽を訪れた時、あちこちで目にしたタヌ
キの置物が印象的で、それ以来タヌキが大好き
になりました。その頃のことを思い出しながら、
運行再開を喜ぶタヌキを描きました。

ＳＫＲでの通学の思い出は？
坂野：�中学校時代から通学に利用してきました。車内で

毎日みんなと出会えるし、テスト勉強もします。
思い出がたくさん詰まった場所です。色んな人
たちが運行再開に協力してくださって、本当に感
謝しています。

今掛：�車窓からの景色を眺めたり、写真に撮ることが好
きなので、高校在学中にまたＳＫＲに乗れるように
なって嬉しいです。いっぱい写真を撮ってアルバ
ムを作りたいと思います。

　SKRを思うたくさ
んの気持ちがつな
がった運行再開。そ
の確かな証として、
2人がデザインし
たヘッドマークは当
面の間、車両に飾ら
れています。

▼�先頭車両 ▼�後部車両

▲鹿肉料理を皿に盛る参加者

▲指示が飛び交い熱を帯びる試合

▲活発な議論が交わされたグループ討議

▲石臼に残った餅をつまみ食い

▲生徒からの質問に答える桧山さん

本格的な鹿肉料理に挑戦

ゆうゆう甲賀クラブ土山支部連合会

　ゆうゆう甲賀クラブ土山支部連合会の会員20人が
12月6日、鹿肉の料理づくりに挑戦しました。
　獣害対策と地域おこしを兼ねて、鹿肉を使ったカレー
やコロッケなどの料理研究に取り組む山内自治振興会
のメンバーから指導を受け、およそ3時間をかけてスー
プや香草焼き、鹿肉そぼろ飯など、プロ顔負けの6品
のコース料理が完成しました。
　参加者らは初めて食べる鹿肉料理を味わいながら、
獣害や地域活性化などについても意見を交わしていま
した。

寒さを吹き飛ばす熱戦

第1回甲賀市長杯親善ゲートボール大会

　第1回甲賀市長杯親善ゲートボール大会が12月5
日、甲南グラウンドで開催されました。
　市制施行と市体育協会10周年を機に、市ゲート
ボール連盟が全市規模の大会として初めて企画した
もので、市内各地から70チーム約400人が参加。細
かなチーム戦略が求められる競技とあって、ボール
を送る場所や狙い球などの指示が会場に飛び交いま
した。
　寒さを吹き飛ばすほどの熱戦の結果、貴生川地区
の「ブレンド同好会」が初の市長杯を手にしました。

「
努
力
す
る
こ
と
の
大
切
さ
」
を
学
ぶ

水
口
中
学
校
親
子
ひ
び
き
あ
い
活
動

　
元
プ
ロ
野
球
・
阪
神
タ
イ
ガ
ー
ス
の
桧ひ

山や
ま
進し

ん
次じ

郎ろ
う

さ
ん
を
講
師
に
招
き
、
水
口
中
学
校
の
親
子
活
動
が

12
月
2
日
、
あ
い
こ
う
か
市
民
ホ
ー
ル
で
開
か
れ
ま

し
た
。

　
一
流
を
極
め
た
人
生
の
先
輩
か
ら
体
験
談
を
聴
く

こ
と
で
、
卒
業
を
控
え
た
3
年
生
と
そ
の
保
護
者
が

今
後
の
進
路
へ
の
思
い
や
考
え
を
共
有
す
る
機
会
に

と
企
画
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
華
や
か
な
プ
ロ
生
活
の
陰
で
、
幾
多
の
困
難
を
乗

り
越
え
て
き
た
経
験
か
ら
、「
努
力
す
る
こ
と
の
大

切
さ
」
を
熱
く
語
る
桧
山
さ
ん
の
言
葉
に
、
生
徒
た

ち
は
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

手作りの餅は格別の味

みなくち子どもの森　こいもクラブ

　みなくち子どもの森で自然体験活動に取り組む「こいもクラブ」の子
どもたち23人が、自分たちの育てたモチ米で餅つきを行いました。
　5月に苗を植え、10月下旬に収穫。脱穀や籾

もみ
摺
す
りまで手作業で丹精込

めたモチ米が蒸され、石臼に入れられると、待ち構えていた子どもたち
が順番に「ぺったんぺったん」ときねを振り下ろし、弾力のある餅に仕上
げました。
　黄

きな
粉
こ
や砂糖醤油、自分たちで作った大根おろしに餅を絡め、子どもた

ちは大きな口をあけて頬張っていました。

地
域
づ
く
り
へ
行
動
を

シ
ン
ポ
「
自
立
・
自
活
し
た
ま
ち
づ
く
り
」

　
地
域
づ
く
り
を
考
え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
自
立
・

自
活
し
た
ま
ち
づ
く
り
」
が
11
月
30
日
、
市
内
で
開

か
れ
、
全
国
か
ら
地
域
お
こ
し
に
携
わ
る
約
80
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

　
石
川
県
羽
咋
市
の
職
員
で
、
地
域
ブ
ラ
ン
ド
化
に

取
り
組
む
高た
か

野の

誠じ
ょ
う

鮮せ
ん

さ
ん
が
戦
略
の
一
端
を
紹
介
。

同
市
御
子
原
地
区
で
採
れ
た
米
を
ロ
ー
マ
法
王
に
献

上
し
て
海
外
か
ら
高
い
注
目
を
浴
び
、「
御み

子こ

原は
ら
米ま

い
」

を
高
級
ブ
ラ
ン
ド
に
育
て
た
事
例
な
ど
を
も
と
に
、

「
失
敗
を
恐
れ
ず
、
成
功
す
る
ま
で
行
動
を
」
と
呼

び
か
け
ま
し
た
。

　
続
く
グ
ル
ー
プ
討
議
で
は
、
参
加
者
が
日
頃
の
活

動
紹
介
や
意
見
交
換
を
行
い
、
地
域
づ
く
り
の
議
論

を
深
め
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　信楽高原鐵道（ＳＫＲ）の運行再開を記念した「一番列車」
には、地元の信楽高校生が描いたヘッドマークが掲げられま
した。多くの生徒が通学で乗車する同校にSKRがデザイン
を依頼し、寄せられた49点の作品の中から選ばれた2枚が、
それぞれ車両の前後を飾っています。デザインを手がけた
坂野さんと今掛さんにお話を伺いました。

信楽高原鐵道　運行再開記念ヘッドマークをデザイン

信楽高校　�３年　坂
ば ん

野
の

　礼
あ や

佳
か

さん（写真左）�

�３年　今
い ま

掛
か け

　真
こ こ ろ

心さん（写真右）

12平成 27年 1月1日13 平成 27年 1月1日
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催 

し 
event

人
権
教
育
連
続
セ
ミ
ナ
ー
第
10
回

＊＊＊
日
時
／
1
月
28
日（
水
）19
時
30
分
～
21
時（
受
付
19
時
か
ら
）

＊＊＊
場
所
／
土
山
開
発
セ
ン
タ
ー

＊＊＊
内
容
／
講
演
『
人
権
問
題
を
他
人
事
か
ら
「
自
分

事
」
へ
』
～
人
権
の
視
点
で
省
み
る
自
分
史
よ
り
～

＊＊＊
講
師
／
野の

ぐ
ち口
観か

ん

道ど
う

さ
ん（
元
滋
賀
県
人
権
教
育

研
究
会　
会
長
）

※
申
込
不
要　
参
加
無
料　
手
話
通
訳
あ
り

問
／
人
権
推
進
課　
人
権
教
育
推
進
係

☎
６
５

－

0
6
9
3　

6
3

－

4
5
8
2

�

み
な
く
ち
子
ど
も
の
森�

き
ま
ぐ
れ
「
し
ぜ
ん
さ
ん
ぽ
」�

（
短
時
間
の
自
然
観
察
ガ
イ
ド
）の
ご
案
内

＊＊＊
日
時
／
1
月
18
日（
日
）14
時
～
15
時

＊＊＊
場
所
／
自
然
館
前
に
集
合

＊＊＊
費
用
／
無
料

＊＊＊
申
込
／
不
要　
た
だ
し
先
着
15
人

問
・
申
／
み
な
く
ち
子
ど
も
の
森
自
然
館

☎
６
３

－

６
７
１
２　

６
３

－

０
４
６
６

�

写
真
展
『
信
楽
高
原
鐵
道
と
信
楽
焼
を

撮
影
し
て
』

＊＊＊
会
期
／
1
月
4
日（
日
）～
25
日（
日
）　

10
時

～
18
時（
月
・
火
曜
日
は
休
館
）��

4
日
は
12
時
か
ら
・
25
日
は
16
時
ま
で

＊＊＊
場
所
／
信
楽
図
書
館

問
／
信
楽
高
原
鐵
道
を
守
る
会
・
小
谷　

☎
０
８
０

－

５
３
３
１

－

０
４
４
０

�

　

江
戸
時
代
の
初
期
に
描
か
れ
た
水
口
岡
山

城
の
絵
図
に
は
、
本
丸
の
両
端
部
が
一
段
高

く
描
か
れ
て
い
ま
す
。
城
郭
の
中
で
最
高
所
と

な
る
場
所
と
い
え
ば
、
天
守
が
想
定
で
き
ま

す
。
こ
の
こ
と
か
ら
天
守
の
位
置
は
、
本
丸
の

東
端
と
西
端
の
二
つ
の
説
が
あ
り
ま
す
（
便
宜

的
に
東
側
を
推
定
天
守
台
Ａ
、
西
側
を
推
定

天
守
台
Ｂ
と
し
ま
す
）。
そ
こ
で
、
推
定
天
守

台
Ａ
・
Ｂ
の
ど
ち
ら
が
本
来
の
天
守
か
確
認
す

る
た
め
、
発
掘
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

調
査
の
結
果
、
推
定
天
守
台
Ａ
で
は
入い
り

隅ず
み

と
な
る
角
を
も
つ
石
垣
を
確
認
し
、
単
純
な

四
角
で
は
な
い
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。ま
た
、

石
垣
の
前
面
に
は
排
水
溝
と
み
ら
れ
る
石
列

が
あ
り
ま
し
た
。
推
定
天
守
台
Ａ
は
、
北
東

側
に
付つ
け

櫓や
ぐ
ら

台だ
い
の
張
り
出
し
を
も
つ
構
造
で
し

た
。

　

一
方
、
推
定
天
守
台
Ｂ
で
は
東
側
に
石
の

階
段
を
確
認
し
ま
し
た
。
ま
た
、
石
垣
は
崩

さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
裏う
ら
込ご

め
石い

し
の
出
土
状
況
か

ら
南
東
隅す
み

角か
ど

部
と
考
え
ら
れ
る
箇
所
を
確
認

し
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
推
定
天
守
台
Ｂ

は
東
側
に
階
段
が
張
り
出
し
た
四
角
い
構
造

だ
っ
た
よ
う
で
す
。

　
こ
の
よ
う
に
二
つ
の
推
定
天
守
台
に
は
構
造

の
違
い
が
あ
り
ま
し
た
。
使
わ
れ
て
い
る
石
材

も
推
定
天
守
台
Ｂ
に
は
五ご

輪り
ん

塔と
う

な
ど
を
転
用

し
た
も
の
が
多
く
、
出
土
し
た
瓦
に
も
寺
院
か

ら
持
ち
込
ま
れ
た
も
の
が
多
く
み
ら
れ
ま
す
。

一
方
、
推
定
天
守
台
Ａ
で
は
城
の
た
め
に
作
ら

れ
た
瓦
の
み
が
出
土
し
ま
し
た
。
構
造
だ
け
で

な
く
、
使
わ
れ
た
部
材
に
も
違
い
が
あ
っ
た
よ

う
で
す
。

　
今
回
の
調
査
成
果
で
ど
ち
ら
が
天
守
で
あ
っ

た
か
を
確
定
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
構
造
の
違
う
二
つ
の
天
守
級
建
物
が
本

丸
の
両
端
に
並
び
建
っ
て
い
た
姿
が
想
定
で
き

ま
す
。
城
下
か
ら
見
上
げ
た
姿
は
、
豊
臣
政

権
の
拠
点
城
郭
と
し
て
の
威
容
を
誇
っ
て
い
た

こ
と
で
し
ょ
う
。
そ
の
姿
を
想
像
す
る
だ
け
で

胸
が
高
ま
り
ま
す
。

問い合わせ

歴
史
文
化
財
課

☎
８
６‐８
０
２
６
／

８
６‐８
２
１
６

甲
賀
の
文
化
財

豊
臣
の
拠
点
城
郭 

水
口
岡
山
城

並
び
建
っ
た
二
つ
の
天
守
級
建
物

◀
推
定
天
守
台
Ａ
の
石
垣

▶
推
定
天
守
台
Ｂ
の
階
段

vol.21
みんなでつくる安心・安全なまち

外傷サーベイランス委員会で「成果指標」などを検討
　平成26年11月6日、第8回外傷サーベイランス委員
会が開催され、テーマ別対策委員会から考案された取
り組みの実施プランや「成果指標」について検討が行
われました。
　成果指標とは、取り組みの効果や影響を評価する
「ものさし」であり、到達目標や評価の対象、評価の
方法などを設定します。
　各対策委員会では、評価の方法として、アンケートや
聞き取り調査など様々な内容が提案され、外傷サーベ
イランス委員会からは、「無理なく継続できる」という
観点からさらに精査や工夫を行うよう提言がされました。

問
い
合
わ
せ

危機管理課　セーフコミュニティ推進室
☎ 65‐0665／ 63‐4619

水口地域区長会理事会でセーフコミュニティについて研修
　水口地域区長会理事会で10月16日、セーフコミュ
ニティの概要や本市の取り組み状況について研修が実
施されました。
　参加された皆さんはまちづくりの実践者であり、質
疑・意見交換の中では、「各地域でも、危険箇所の洗
い出しやマップづくりなど、既に安全に関する取り組み
をしているが、これからはデータが大切だと思う。地
域レベルではなかなか有用なデータを集められない
が、市と地域が相互に協力してデータを共有できれば、
もっと効果的に取り組めるのではないか。」など、セー
フコミュニティの本質を突いた意見も出されました。
　なお、この研修後の10月27日には、同区長会理事会
で、日本初のセーフコミュニティ認証取得自治体である
京都府亀岡市を視察され、同市の取り組みの経過やモ
デル地区による実践事例などについて研修されました。

▶
水
口
地
域
区
長
会

理
事
会
の
研
修

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
は

口
座
振
替
が
お
得
で
す

　
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
は
、
割
引
も

あ
る
口
座
振
替
が
便
利
で
お
得
で
す
。

　
口
座
振
替
を
ご
希
望
の
方
は
、
金
融
機

関
ま
た
は
草
津
年
金
事
務
所
の
窓
口
で
手

続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
平
成
27
年
4
月
分
か
ら
の
前
納
を
ご
希
望

の
場
合
は
、
2
月
末
ま
で
に
お
申
し
込
み

が
必
要
で
す
。

【
手
続
き
に
必
要
な
も
の
】

・
納
付
書
ま
た
は
年
金
手
帳

・
預
金
通
帳

・
金
融
機
関
の
届
出
印

・
口
座
振
替
申
出
書
（
※
）

（
※
）
右
記
窓
口
の
ほ
か
保
険
年
金
課
、
旧
支
所
の

地
域
市
民
セ
ン
タ
ー
に
も
置
い
て
あ
り
ま
す
。

口座振替で
納めた場合 割引額

毎月納付
（翌月振替） � 15,250円 ―――
毎月納付
（当月振替） � 15,200円 � � �� 50円
6ヶ月前納 � 90,460円 � 1,040円
1年前納 179,160円 � 3,840円
2年前納 355,280円 14,800円

20
歳
が
ス
タ
ー
ト

国
民
年
金

　

20
歳
を
迎
え
ら
れ
た
皆
さ
ん
、
ご
成

人
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
国
民
年
金
は
、
す
べ
て
の
公
的
年
金
の

基
礎
と
な
る
も
の
で
、
日
本
国
内
に
住
所

の
あ
る
20
歳
か
ら
60
歳
ま
で
の
方
は
、
必

ず
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
20
歳
を
機
に
人
生
計
画
を
立
て
、
自

分
自
身
の
将
来
の
た
め
、
国
民
年
金
に

加
入
し
、
保
険
料
を
納
め
て
く
だ
さ
い
。

　

保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
場
合
は
、

免
除
・
猶
予
制
度
に
該
当
す
る
場
合
も

あ
り
ま
す
の
で
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
20
歳
の
誕
生
月
の
前
月
に
『
国
民
年

金
被
保
険
者
資
格
取
得
届
』
が
自
宅

に
送
付
さ
れ
ま
す
。
必
要
事
項
を
記

入
の
う
え
、
保
険
年
金
課
ま
た
は
旧

支
所
の
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご

提
出
く
だ
さ
い
。

問い合わせ

草
津
年
金
事
務
所　
国
民
年
金
課

☎
０
７
７‐５
６
７‐２
２
２
０

保
険
年
金
課　
国
保
年
金
係

☎
６
５‐０
６
８
８
／

６
３‐４
６
１
８

参考）平成26年度の国民年金保険料�
※平成27年度の保険料は3月頃に決定する予定です。
※1年前納・2年前納を税申告時に社会保険料
控除として利用する場合は、各年分の保険料
に相当する額を各年に分けて控除する方法も
選択できます。

病院・施設お迎え　もしも・・・の時に
甲賀斎苑ご利用でのご葬儀
　　　　　　　自宅ご葬儀も承ります

かふか（甲南・甲賀）セレモニーホール
（株）水口福祉社 TEL62-3055
本社　甲賀市水口町高塚8-1　FAX 62-3127
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創業33年 まごころこめてお手伝い

滋賀ペット葬儀社
湖南市夏見　心塔

お迎え・火葬・納骨供養 年中無休
日本ペットランド

0120-46-1200

ゆ
う
ゆ
う
甲
賀
塾
第
８
講
座�

「
お
笑
い
講
座
」

＊＊＊
日
時
／
1
月
28
日（
水
）13
時
30
分
～

＊＊＊
対
象
／
市
内
在
住
の
60
歳
以
上
の
方

＊＊＊
場
所
／
サ
ン
ト
ピ
ア
水
口　
共
同
福
祉
施
設

＊＊＊
講
師
／
落
語
家（
林は

や
し

家や

染そ
め

太た

さ
ん
）

＊＊＊
定
員
／
１
２
０
人（
先
着
順
）

＊＊＊
参
加
費
／
５
０
０
円

問
・
申
／
ゆ
う
ゆ
う
甲
賀
ク
ラ
ブ

☎
６
２

－

６
８
４
２　

６
２

－

６
０
９
６

�

在
宅
医
療
推
進
研
修
会

＊＊＊
日
時
・
場
所
／�

1
月
23
日（
金
）信
楽
開
発
セ
ン
タ
ー�

1
月
29
日（
木
）土
山
開
発
セ
ン
タ
ー�

2
月
4
日（
水
）水
口
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー�

2
月
17
日（
火
）忍
の
里
プ
ラ
ラ（
甲
南
公
民
館
）�

2
月
25
日（
水
）か
ふ
か
生
涯
学
習
館�

各
会
場
13
時
30
分
～
15
時

＊＊＊
内
容
／
講
演
「
旅
立
ち
デ
ザ
イ
ン
ノ
ー
ト
～
豊
か
な

高
齢
期
を
迎
え
る
た
め
に
～
」　
大お

お
谷た

に
喜よ

し
久ひ

さ
さ
ん（
市
社

会
福
祉
協
議
会　
甲
賀
地
域
福
祉
活
動
セ
ン
タ
ー
長
）

※
内
容
は
、
５
カ
所
と
も
同
じ
で
す
。

＊＊＊
対
象
／
市
民
の
方
ど
な
た
で
も　
※
参
加
無
料

＊＊＊
申
込
／
各
開
催
日
の
前
日
ま
で
に
次
の
い
ず
れ
か

の
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
電
話
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
。

問
・
申
／

　
水
口（
☎
６
５

－

１
１
７
０　

６
３

－

４
５
９
１
）�

土
山（
☎
６
６

－

１
６
１
０　

６
６

－

１
５
６
４
）�

甲
賀（
☎
８
８

－

８
１
３
６　

８
８

－

６
５
５
７
）�

甲
南（
☎
８
６

－

８
０
３
４　

８
６

－

５
９
７
４
）�

信
楽（
☎
８
２

－

３
１
８
０　

８
２

－

３
１
３
８
）

�

関
西
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
管
弦
楽
団�

ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

＊＊＊
日
時
／
1
月
18
日（
日
）15
時
開
演　

＊＊＊
会
場
／
あ
い
こ
う
か
市
民
ホ
ー
ル

＊＊＊
曲
目
／
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー　
ピ
ア
ノ
協
奏
曲

第
１
番　
バ
イ
オ
リ
ン
協
奏
曲　
ほ
か

＊＊＊
入
場
料
／�

一
般
Ａ
席
３
，５
０
０
円
、
Ｂ
席
３
，０
０
０
円�

青
少
年（
25
歳
以
下
）Ａ
席
２
，０
０
０
円
、
Ｂ

席
１
，５
０
０
円
［
前
売
・
当
日
同
一
料
金
］

※
全
席
指
定
、
未
就
学
児
は
入
場
で
き
ま
せ
ん
。

＊＊＊
プ
レ
イ
ガ
イ
ド
／
あ
い
こ
う
か
市
民
ホ
ー
ル
、ア
ル・

プ
ラ
ザ
水
口
く
ら
し
の
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー　
ほ
か

問
／
あ
い
こ
う
か
市
民
ホ
ー
ル（
月
曜
休
館
）

☎
６
２

－

２
６
２
６　

６
２

－

２
６
２
５

�
公
立
甲
賀
病
院
健
康
講
座

＊＊＊
日
時
／
1
月
24
日（
土
）14
時
～
15
時
30
分

＊＊＊
場
所
／
サ
ン
ラ
イ
フ
甲
西（
湖
南
市
共
同
福
祉
施
設
）

＊＊＊
内
容
／
講
演
「
女
性
特
有
の
疾
患
に
つ
い
て
」

＊＊＊
講
師
／
産
婦
人
科
副
部
長　
小こ

ば
や
し林　
昌ま

さ
し　

問
／
公
立
甲
賀
病
院
地
域
医
療
連
携
室

☎
６
２

－

０
２
３
４　

６
２

－

５
２
７
３

�

親
子
ふ
れ
あ
い
講
座　
凧
づ
く
り
教
室

＊＊＊
日
時
／
１
月
24
日（
土
）13
時
30
分
～
15
時
30
分

＊＊＊
場
所
／
土
山
中
央
公
民
館

＊＊＊
対
象
／
市
内
の
小
学
生
と
そ
の
保
護
者

＊＊＊
講
師
／
東
近
江
大
凧
会
館
職
員

＊＊＊
定
員
／
先
着
20
組（
参
加
者
が
10
組
以
下
の
場
合
は
中
止
）

＊＊＊
参
加
費
／
1
枚
３
０
０
円（
材
料
代
）

＊＊＊
持
ち
物
／
絵
を
書
く
も
の（
マ
ジ
ッ
ク
、ク
レ
ヨ
ン
な
ど
）

＊＊＊
申
込
／
1
月
6
日（
火
）～
1
月
17
日（
土
）に
、
市
内
各

中
央
公
民
館
に
設
置
の
申
込
み
用
紙
を
左
記
ま
で
提
出
。

問
・
申
／
土
山
中
央
公
民
館

☎
・

6
6

－

0
1
5
8

募 

集 
recruitm

ent

臨
時
職
員
募
集（
パ
ー
ト
雇
用
）

パ
ー
ト
調
理
員
・
パ
ー
ト
配
送
員
・
パ
ー
ト
用
務
員

＊＊＊
資
格
／
配
送
員
：
普
通
自
動
車
運
転
免
許

（
M
T
車
の
運
転
が
可
能
な
方
）�

調
理
員
・
用
務
員
：
不
問

＊＊＊
年
齢
／
不
問

＊＊＊
雇
用
期
間
／
４
月
１
日
～
９
月
30
日（
６
か
月

の
更
新
１
回
あ
り
）

＊＊＊
勤
務
地
／
市
内
保
育
園
・
幼
稚
園

＊＊＊
勤
務
時
間
／
８
時
30
分
か
ら
16
時
30
分
ま
で
の
数
時
間

＊＊＊
雇
用
賃
金
／
時
給
８
２
０
円
又
は
８
６
０
円

＊＊＊
募
集
人
員
／
各
園
数
人
程
度

＊＊＊
申
込
受
付
期
間
／
１
月
13
日（
火
）～
26
日

（
月
）の
執
務
時
間
中

＊＊＊
面
接
日
／
２
月
上
旬（
面
接
日
時
は
、受
付
時
に
指
定
）

保
育
園
パ
ー
ト
保
育
士
・
幼
稚
園
パ
ー
ト
教
諭
・

一
時
預
か
り
保
育
士

＊＊＊
資
格
／
平
成
27
年
４
月
１
日
現
在
で
保
育
士

資
格
又
は
幼
稚
園
教
諭
免
許
を
有
す
る
者

＊＊＊
年
齢
／
不
問

＊＊＊
雇
用
期
間
／
４
月
１
日
～
９
月
30
日（
６
か
月

の
更
新
１
回
あ
り
）

＊＊＊
勤
務
地
／
市
内
保
育
園
・
幼
稚
園
・
水
口
子

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

＊＊＊
勤
務
時
間
／
７
時
30
分
か
ら
19
時
ま
で
の
数
時
間

※
勤
務
先
に
よ
り
、
募
集
人
員
・
賃
金
・
勤
務

条
件
が
異
な
り
ま
す
。

＊＊＊
賃
金
／
時
給
９
７
０
円
又
は
１
０
２
０
円

＊＊＊
募
集
人
員
／
各
園
数
人
程
度

＊＊＊
申
込
受
付
期
間
／
１
月
５
日（
月
）～
19
日（
月
）

＊＊＊
面
接
／
１
月
下
旬
～
２
月
上
旬（
面
接
日
時

は
、
受
付
時
に
指
定
）

問
・
申
／
こ
ど
も
未
来
課

☎
８
６

－

８
１
７
９　

８
６

－

８
３
８
０

甲
賀
職
業
安
定
所

☎
６
２

－

０
６
５
１　

６
３

－

１
８
２
５

�

臨
時
職
員
募
集（
月
額
雇
用
）

＊＊＊
雇
用
期
間
／
４
月
１
日
～
９
月
30
日（
６
か
月

の
更
新
あ
り
）

＊＊＊
募
集
職
種
／
一
般
事
務
員
、
作
業
員（
信
楽
不

燃
物
処
理
場
、
道
路・公
園
管
理
）、
看
護
師（
水

口
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
、
市
内
保
育
園
、
市

内
小
中
学
校
）、
保
健
師
、
児
童
早
期
療
育
支

援
指
導
員
、
保
育
園
調
理
員
・
用
務
員
、
図
書

館
司
書
、
学
校
用
務
員
、
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

調
理
員
、
体
育
館
管
理
人
、
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
指
導
員
、
医
療
関
係（
ヘ
ル
パ
ー
、事
務
職

員
等
）、
介
護
予
防
相
談
員
等

＊＊＊
申
込
受
付
期
間
／
１
月
13
日（
火
）～
26
日

（
月
）の
執
務
時
間
中

※
募
集
の
一
覧
表
を
13
日
に
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。

＊＊＊
面
接
日
／
１
月
下
旬
～
２
月
上
旬（
面
接
日
時

は
、
受
付
時
に
指
定
）

問
／
職
員
課
人
事
係

☎
６
５

－

０
６
６
９　

６
３

－

４
５
６
１

甲
賀
公
共
職
業
安
定
所

☎
６
２

－

０
６
５
１　

６
３

－

１
８
２
５

�

第
1８
回
あ
い
の
土
山
斎
王
群
行�

出
演
者
募
集

＊＊＊
募
集
人
数
／
斎
王
・
采
女
な
ど
女
性
12
人
、

男
性
20
人
程
度
、
童
女（
小
学
3
～
4
年
生
女

子
児
童
）、
童
部（
プ
ラ
カ
ー
ド
、
小
学
5
～

6
年
生
女
子
児
童
）

＊＊＊
締
切
／
1
月
25
日（
日
）必
着

【
斎
王
群
行
日
程
な
ど
】

＊＊＊
日
時
／
3
月
22
日（
日
）11
時
30
分
～
15
時
30
分

＊＊＊
場
所
／
大
野
小
学
校
～
垂
水
斎
王
頓
宮
跡

問
・
申
／
あ
い
の
土
山
斎
王
群
行
実
行
委
員
会
事

務
局（
あ
い
の
土
山
文
化
ホ
ー
ル
内
／
月
曜
休
館
）

☎
６
６

－

１
６
０
２　

６
６

－

１
６
０
３

お
し
ら
せ 

notification

県
道
信
楽
上
野
線
通
行
規
制
に
つ
い
て

　
１
月
中
旬
か
ら
３
月
上
旬
ま
で
県
道
信
楽
上

野
線
信
楽
小
学
校
前
交
差
点
付
近
で
道
路
災
害

復
旧
工
事
に
よ
り
終
日
片
側
交
互
通
行（
大
型
車

は
通
行
止
め
）の
規
制
を
行
い
ま
す
。

問
／
建
設
事
業
課

☎
６
５

－

０
７
２
３　

６
３

－

４
６
０
１

県
道
に
関
す
る
詳
し
い
情
報

滋
賀
県
甲
賀
土
木
事
務
所
道
路
計
画
課

☎
６
３

－

６
１
６
０

�

市
営
駐
車
場
の
利
用
者
募
集

＊＊＊
受
付
期
間
／
１
月
５
日（
月
）～
15
日（
木
）�

（
土
・
日
・
祝
を
除
く
９
時
～
17
時
）

＊＊＊
使
用
開
始
日
／
２
月
１
日（
日
）�

甲
賀
駅
南
駐
車
場　
10
区
画（
う
ち
軽
自
動
車
3
区
画
）

甲
南
駅
前
自
動
車
駐
車
場　
3
区
画（
う
ち
2

区
画
は
身
体
障
が
い
者
用
）

＊＊＊
利
用
料
／
３
，０
０
０
円
／
月

※
申
し
込
み
の
際
は
事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。（
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

問
・
申
／
生
活
環
境
課

☎
６
５

－

０
６
８
６　

６
３

－

４
５
８
２

●
油
日
駅
前
駐
車
場（
直
接
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）

＊＊＊
利
用
料
／
３
，０
０
０
円
／
月

問
・
申
／
油
日
駅
を
守
る
会

☎
８
８

－

５
８
７
９

●
甲
南
駅
前
駐
輪
場（
直
接
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）

＊＊＊
利
用
料
／
自
転
車
１
，５
０
０
円
／
月�

　
　
　
　
原
付　
１
，８
０
０
円
／
月

問
・
申
／
甲
南
駅
前
駐
輪
場

☎
８
６

－

０
５
９
０

（
受
付
時
間
／
６
時
15
分
～
９
時
15
分
、
13
時
～

14
時
、
18
時
30
分
～
20
時
30
分
）

相 

談 
talk

信
楽
中
央
病
院　
健
康
塾

＊＊＊
日
時
／
1
月
21
日（
水
）14
時
～
16
時

＊＊＊
場
所
／
信
楽
保
健
セ
ン
タ
ー　
２
階

＊＊＊
内
容
／
講
座
「
介
護
の
実
践
」
ち
ょっ
と
の
コ

ツ
で
、
介
護
の
ス
ト
レ
ス
を
軽
減
！
お
互
い
が

笑
顔
で
い
ら
れ
る
介
護
を
め
ざ
し
て

＊＊＊
講
師
／
病
院
ス
タ
ッ
フ　
他

＊＊＊
定
員
／
約
20
人（
前
日
ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
）

＊＊＊
参
加
費
／
無
料

☎
８
２

－

０
２
４
９　

８
２

－

３
０
６
０

�

甲 賀 市 甲 南 町 池 田 2 3 8 6

快適で安心な  “木の家づくり
”新築　増改築　リフォーム　古民家再生

創業56年 田 中 一 級 建 築 士 事 務 所

㈱ 田 中 工 務 店
TEL 86-3669　FAX 86-5021

どのような小さな工事でもお気軽にご相談ください
一生懸命心をこめてお手伝いさせていただきます

あいこうか薬局

自分らしく 健康長寿

甲賀市水口町松尾830-2　☎0748-65-6636

税
理
士
に
よ
る�

税
務
相
談

＊＊＊
日
時
／
1
月
7
日（
水
）�

13
時
30
分
～
16
時
30
分�

（
受
付
16
時
ま
で
）

＊＊＊
場
所
／
水
口
納
税
協
会
3
階
会
議
室

＊＊＊
定
員
／
予
約
制
で
先
着
6
人

（
1
人
約
30
分
）　
※
相
談
無
料

問
・
申
／
水
口
納
税
協
会

☎
６
２

－

１
１
５
１

６
３

－

０
１
７
３

16平成 27年 1月1日17 平成 27年 1月1日



伊賀市 甲賀市 亀山市

vol.48

�

　伊賀産の菜種だけを使用して昔ながらの圧搾方
式で抽出した国産菜種油「七

な

の花
はな

」。
　生きた種子のまま、労を惜しまず非加熱で搾油
し、純度を高めてできたのが、「エキストラバージ
ン菜種油」と「やさしい油」で、爽やかな香りと味が
生きています。
　ほかにも、じっくり時間をかけて焙煎、湯洗い、
加圧して搾油した「深入り焙煎菜種油」と「一番搾り
菜種油」があり、こちらは炒め物や揚げ物などに自
然なコクと香りを与えます。また、ドレッシング
としても幅広くお使いいただけます。
　自然そのままの味をぜひ味わってください。

問 合 先　�伊賀市農林振興課�
☎0595-43-2302　 0595-43-2313 
（一社）大山田農林業公社� �
☎0595-47-0151　 0595-47-0244

北勢名物亀山大市 伊賀産菜種油

～伝統の冬の風物詩～ ～豊かな自然の恵みと作り手のこだわりが生きる一品～
　旧正月前に大売出しを始めたのがきっかけとな
り、100年以上も伝統的に続く、市内最大の冬の
名物行事「亀山大市」。　　
　旧東海道の通りである商店街が歩行者天国にな
り、約1ｋｍにわたり多くの露店が軒を並べるほ
か、多彩なイベントの開催や各店舗が売り出しを
行い、毎年たくさんの人で賑わいます。

と 　 き　�1月24日（土）、25日（日）�
午前10時～午後４時� �
（一部イベント除く）

と こ ろ　東町・本町商店街一帯�他
アクセス　JR亀山駅下車北へ徒歩約10分
問 合 先　�亀山大市実行委員会事務局�

☎0595-82-1331

亀山市 伊賀市

編
集
後
記

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
本
年
も
「
広
報
あ
い
こ
う
か
」
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

今
月
号
の
表
紙
写
真
を
撮
影
し
よ
う
と
、

庚
申
山
で
カ
メ
ラ
を
構
え
て
日
の
出
を
待
っ

て
い
る
と
、
山
に
沿
っ
て
急
勾
配
を
登
る
信

楽
高
原
鐵
道（
Ｓ
Ｋ
Ｒ
）の
エ
ン
ジ
ン
音
が
聞

こ
え
て
き
ま
し
た
。

　

徐
々
に
遠
ざ
か
り
、
や
が
て
消
え
た
エ
ン

ジ
ン
音
。
し
ば
ら
く
の
静
寂
。
そ
し
て
顔
を

出
し
た
金
色
の
太
陽
―
。

　

朝
日
が
照
ら
す
美
し
い
甲
賀
の
風
景
に

は
、
レ
ン
ズ
の
一
瞬
で
は
捉
え
ら
れ
な
い

Ｓ
Ｋ
Ｒ
の
音
や
気
配
が
写
っ
て
い
ま
す
。

�

熊

編集・発行
●甲賀市役所
　〒528-8502�甲賀市水口町水口6053番地
　☎0748－65－0650　 0748－63－4554
●甲南庁舎（甲賀市甲南町野田810番地）
◯上下水道部
　☎0748－86－8000　 0748－86－8032
◯教育委員会
　☎0748－86－8002　 0748－86－8380
●市民窓口センター（甲賀市水口町水口6053番地）
　☎0748－62－1621　 0748－63－4086

●土山地域市民センター（甲賀市土山町北土山1715番地）
　☎0748－66－1101　 0748－66－1564
●甲賀大原地域市民センター（甲賀市甲賀町相模173番地４）
　☎0748－88－4101　 0748－88－3104
●甲南第一地域市民センター（甲賀市甲南町野田810番地）
　☎0748－86－4161　 0748－86－8029
●信楽地域市民センター（甲賀市信楽町長野1203番地）
　☎0748－82－1121　 0748－82－3415
※�上記4つの地域市民センターは、旧支所の地域市民センターで、従来の
　支所機能を有します。

業務時間／8時30分〜17時15分（窓口延長日を除く）

日 曜日 利用予定時間 事業・大会名等
24・25 土・日 8：30～15：00 水口カップ少年野球大会

甲賀市民スタジアム　1月　利用予定 多目的グラウンド　1月　利用予定
日 曜日 利用予定時間 事業・大会名等

10・（13） 土・(火) 9：00～16：00 2015年新春初打ちグラウンド・�
ゴルフ大会(13日予備日)

12 月(祝) 8：30～17：00 甲賀市U12リーグ
18 日 8：30～16：00 第11回甲賀市民駅伝競走大会

陸上競技場　1月　利用予定
日 曜日 利用予定時間 事業・大会名等

1 0・1 1・
17・24・31 土・日 9：00～16：00 甲賀市陸協・マスターズ交流練習会

18 日 8：30～16：00 第11回甲賀市民駅伝競走大会

問／水口スポーツの森　☎・ 62‐7529

水口スポーツの森へ行こう　1月の催し

●年間予約していない一般利用者のための確保日（4月分）のお知らせ
　・野球場（市民スタジアム）……４月� 4日（土）・29日（祝）
　・多目的グラウンド……………４月� 4日（土）・29日（祝）
　・陸上競技場……………………４月12日（日）
４月分の利用申し込み締切日：1月27日(火）　※抽選日：2月1日(日）

◀
国
産
菜
種
油
「
七
の
花
」
４
種
類

広報

・掲 載 料　
　１号１枠 25,000円／月
　※長期割有

・発行部数　34,600部
　※詳細は市ホームページまで

問・申/広報課　 ☎65-0675  
63-4619

広告主募集

18平成 27年 1月1日19 平成 27年 1月1日



「広報あいこうか」がホームページでも
ご覧いただけます！
甲賀市ホームページ
http://www.city.koka.lg.jp/
甲賀市facebook�ページ
http://www.facebook.com/city.koka

行政情報番組「きらめきこうか」
市政情報や地域の催しなどを放映してい
ますので、ぜひご覧ください。（※あいコム
こうか光テレビの有料契約が必要となります）

甲賀市の人口の推移

総数 92,889 （+9）人

男 46,189 （+3）人

女 46,700 （+6）人

世帯数 33,847 （+62）世帯

H26.11.30 現在　（ ）内は前月比

１月の延長窓口は
6 日、13 日、20 日、27 日です。
　毎週火曜日は市民課および旧支所である地域市民
センターで、戸籍・住民票・税関係などの証明書発行
等を夜の７時まで延長しています。
※�ただし、延長窓口ではお受けできない業務が
ありますので、対応できる内容については下
記までお問い合わせください。

問い合わせ　市民課　戸籍住民係
☎ 65‐0683 65‐6338
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私の「であい・こうか八景」
「であい・こうか八景」をテーマとしたフォトコンテストに
ご応募いただいた作品を紹介します。

問い合わせ ： 広報課　☎65‐0675／ 63‐4619
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